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研究成果の概要（和文）：　ヒト硬組織中に含まれる炭素、酸素及びストロンチウムの各安定同位体比は、遺骨の身元
確認の前段階におけるスクリーニング法として有効な情報を提供できる。
 本研究では、戦没者遺骨鑑定への適応を想定しパプアニューギニア人と日本人の歯牙エナメル質中の炭素、酸素及び
ストロンチウム同位体比を計測し、先行研究である米国人データを参照し、判別分析による統計学的検討をおこなった
。
 これらの３群から米国人の分別は高精度に可能であった。パプアニューギニア人と日本人については一部地域では正
確な分別が可能であった。安定同位体比分析は、ニューギニア戦線におけるこれら３群の遺骨を分別する方法として有
効となる可能性が示された。

研究成果の概要（英文）： Stable isotope analysis has undergone rapid development in recent years and 
yielded significant results in the field of forensic sciences. In particular, carbon, oxygen and 
strontium isotopic ratios in tooth enamel obtained from human remains can provide useful information for 
prescreening for identification of remains.
 In this study, the carbon, oxygen and strontium isotopic ratios in the tooth enamel of the examined 
Papuan (South highland, East New Britain and Bougainville) and Japanese (Tottori) individuals is compared 
to previously reported data for US individuals, and statistical analysis is conducted using a 
discriminant analysis.
 US populations can be extracted from these groups accurately. The discrimination between the Papuan and 
Japanese is found to be partly accurate. Thus, the present method has potential as a discrimination 
technique for these populations for use in the examination of mixed remains comprising Papuan, Japanese 
and US fallen soldiers.

研究分野：法人類学
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１．研究開始当初の背景
大規模災害や犯罪捜査等において、遺体の
身元確認は重要な課題である。一般的に遺体
の身元確認は、身体的特徴、
所見、指紋等の照合によって行われるが、遺
体に推定該当者に繋がる情報がない場合、遺
体の出身地域の推定がその探索の端緒とな
る情報として重要となる。
身元不明遺体の出身地域の推定に関して
は、これまで分子生物学的方法を用い
やヒトに寄生する微生物
着目した研究がなされている
されてはいるものの、腐敗等により変性の進
んだ遺体には適応できないなど問題を残し
ている。
この問題への対策として、我々は、分子生
物学的方法に比して死後の遺体変性の影響
を受けにくいと考えられる人体硬組織中の
安定同位体比分析を用いた遺体の出身地域
推定法の検討を行なっている。この方法は、
環境中の酸素、窒素、ストロンチウム等の安
定同位体の構成比が、気候や土壌の特徴を反
映して地域別に特徴的な分布を示し、それが
生物の体内にも反映されるこ
に遺体硬組織中の安定同
ことで生前の出身地域を推定するものであ
る。 
海外では既に人体硬組織中の安定同位体
比分析を身元不明遺体の出身地域の推定に
応用する方法が研究されており、米国では米
軍戦死者の遺骨の身元確認の鑑定の分野で、
米国本土出身者と収集地地元民との遺骨の
分別をする方法として
ている
我が国においても、安定同位体比分析は既
に分担研究者である石田氏、米田氏らによっ
て、考古学、人類学の分野でヒトの生活誌を
推定する方法とし
田肇ら
これを現代における身元不明遺体の出身
地域の推定に応用するためには、国内外の地
域別の骨や歯に含まれる各種元素の安定同
位体比に関するリファレンスを構築し、それ
らのデータを元に効果的な出身地域の推定
法を統計学的に検討する必要がある。
本研究の
元不明遺体の推定該当者の探索の効率化が
出来ることのみならず、外国人を巻き込んだ
国際犯罪に対する捜査能力の向上に資する
ことが出来ること、海外においては戦没者遺
骨収集事業で大きな社会問題となっている
日本人戦没者遺骨と地元住民遺骨との混同
問題に対して解決策を提示出来ることなど、
研究成果を社会に還元出来ることがあげら
れる。
 
２．研究の目的
本研究の目的は、分子生物学的方法に比し
て死後の遺体変性の影響を受けにくいとさ
れる人体硬組織中の安定同位体比分析を用
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３．研
（１）
本研究に必要な国内外試料として、歯牙試
料については、国内外の歯科医療施設に協力
を依頼し、治療上抜去となった歯牙の収集を
行った
と共に、性別、生年月日、喫煙歴、食習慣、
１８歳までの生活地域、最近１０年間の生活
地域に関する情報を収集した
近現代人の歯牙試料につ
大学が所蔵する研究用標本資料集からの提
供を受けた
（２）分析項目と使用機材
 歯牙エナメル質中の炭素、酸素、ストロン
チウムの同位体比安定同位体分析を行った。
分析する元素ごとに以下２ヶ所の施設が所
有する分析機材を利用した。
炭素、酸素の安定同位体比計測には、国立
科学博物館つくば研究施設地学研究部の
Thermo Fisher Scientific 
Carbonate Device
チウムの安定同位体比計測には、総合地球環
境学研究所の
製二重収束型高分解能マルチコレクタ
ICP
 これらの計測データをもとに、先の大戦の
ニューギニア戦線における戦没者の遺骨鑑
定を想定し、その当事者である地元住民、米
兵、アメリカ兵の分別についてロジスティッ
ク回帰分析に
 統計分析には統計ソフト
 
４．研究成果
戦没者遺骨鑑定を想定し、日本出身者と米
国出身者との分別について、歯牙エナメル質
中の炭素、酸素の安定同位体比を用いたロジ
スティック回帰分析を行ったところ
れ日本出身者と米国出身者の判別で
正答率が得られた。しかしながら、戦後生れ
日本出身者との分別正答率は

った（
この差は、戦前・戦後の日本人の食習慣の

図 1. 
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